
Patentfield の AI サマリー機能と 2025 知財・情報

フェア出展の概要 

Grok 

• AI サマリー機能の主な特徴: 生成 AI を活用し、日本国内の特許・実用新案を

平易な言葉で自動要約・構造化。用途・課題・効果・特徴の観点から核心を抽

出する表示・検索・分析が可能で、専門家以外でも特許情報を直感的に把握

できる。標準機能として提供され、追加費用なし（Free プラン除く）。 

• AI サマリーグローバルの追加点: 10 月 1 日リリース予定で、海外特許（米国・

欧州・中国など）を日本語で要約・検索・分析。グローバルな知財調査を効率

化するが、法人向け上位プラン限定のオプション（月額料金の 30%追加）。 

• 2025 知財・情報フェア出展のポイント: 9 月 10-12 日に東京ビッグサイトでブ

ース出展。新機能のデモと Patentfield AIR（生成 AI オプション）の展示を実

施。来場者向け無料トライアル付きウェビナーを案内し、特許分析の体験を提

供。 

• 評価・評判の全体像: 新機能リリース直後で詳細レビューは限定的だが、ユ

ーザーからは「業務効率化に役立つ」「グローバル対応が待望」と好評。UI の

遅さや分析ツールの豊富さが指摘される一方、特許調査ツール比較で高評

価。生成 AI のハルシネーション（誤情報）リスクは一般的な課題として注意喚

起あり。研究や企業導入事例では、特許の「見える化」がイノベーション促進

に寄与すると見なされている。 

新機能の詳細 

AI サマリーは、Patentfield の 8000 万件の特許データベースを基に、生成 AI で要約

を作成。従来の特許読解の煩雑さを解消し、非専門家でも活用可能。グローバル版

は海外特許の日本語翻訳を強化し、国際調査を支援する。Patentfield AIR はこれを

拡張したオプションで、大量文献の査読・分析を 65%短縮する効果が報告されてい

る。 

出展イベントの詳細 

フェアではブース W3-10 で新機能のライブデモを実施。毎日セミナーを開催し、生成

AI×特許の未来をテーマに講演。来場者特典として、1 ヶ月無料トライアル（約 2000



件処理可能）をウェビナー申込で提供。イベントは知財関係者向けで、Patentfield の

出展はツールの革新性をアピールする機会となっている。 

評価・評判の傾向 

ユーザー評価はポジティブ寄りで、X（旧 Twitter）では「講演が安心」「欲しい機能が

揃う」との声。比較レビューでは分析機能の豊富さが強みだが、UI の改善余地あり。

導入企業からは効率化効果を認めつつ、AI 精度の向上を求める意見が見られる。全

体として、知財業務の変革ツールとして期待が高いが、グローバル版の実際の使用

感はリリース後次第。 

 

Patentfield は、AI を活用した特許検索・分析プラットフォームとして、生成 AI の進化

を背景に新機能を次々とリリースしており、特に 2025 年 9 月の発表が注目を集めて

いる。以下では、AI サマリー機能の詳細、グローバル版の拡張、2025 知財・情報フェ

ア出展の内容を深掘りし、ユーザー評価や評判を多角的に分析する。情報は公式発

表、ニュース記事、ユーザー投稿、比較レビューから収集したもので、生成 AI の特許

ツール特有の課題（例: 誤要約リスク）も考慮している。Patentfield の公式サイト

（https://patentfield.com/）では、無料トライアルの申し込みが可能で、詳細ドキュメン

トが公開されている。 

AI サマリー機能の詳細と革新性 

Patentfield の新機能「AI サマリー」は、生成 AI を活用して日本国内の特許・実用新

案（約 8000 万件）を自動的に要約・構造化する。従来、特許公報の読解は専門知識

を要し時間がかかっていたが、この機能により「読む」から「見る」体験へシフト。発明

の核心を平易な日本語で抽出することで、非専門家や企業内の多様な部署での活用

を促進する。 

コア機能の内訳 

機能は 3 つに大別され、検索から分析までワンストップで対応。以下にテーブルでま

とめる。 

https://patentfield.com/%EF%BC%89%E3%81%A7%E3%81%AF%E3%80%81%E7%84%A1%E6%96%99%E3%83%88%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%81%AE%E7%94%B3%E3%81%97%E8%BE%BC%E3%81%BF%E3%81%8C%E5%8F%AF%E8%83%BD%E3%81%A7%E3%80%81%E8%A9%B3%E7%B4%B0%E3%83%89%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%A1%E3%83%B3%E3%83%88%E3%81%8C%E5%85%AC%E9%96%8B%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%8B%E3%80%82
https://patentfield.com/%EF%BC%89%E3%81%A7%E3%81%AF%E3%80%81%E7%84%A1%E6%96%99%E3%83%88%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%81%AE%E7%94%B3%E3%81%97%E8%BE%BC%E3%81%BF%E3%81%8C%E5%8F%AF%E8%83%BD%E3%81%A7%E3%80%81%E8%A9%B3%E7%B4%B0%E3%83%89%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%A1%E3%83%B3%E3%83%88%E3%81%8C%E5%85%AC%E9%96%8B%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%8B%E3%80%82


機能

名 
詳細説明 

対象デ

ータ 
利点・活用例 

AI サ

マリ

ー表

示 

特許の核心を「用途」「課題」「効果」「特徴」

の 4 観点で要約。分類ラベル（例: 用途ラベ

ル「医療機器」、課題ラベル「耐久性向上」）

を自動付与し、視覚的に整理。 

日本特

許・実

用新案 

初学者が特許内容を即

理解。イノベーションア

イデアのブレインストー

ムに活用。 

AI サ

マリ

ー検

索 

要約テキストを検索対象に追加。テキスト検

索（キーワード）と AI 検索（自然言語クエリ）

の両対応。専門用語不要で関連特許を抽

出。 

要約デ

ータベ

ース 

時間短縮。例: 「がん治

療の新薬課題」で関連

特許を即ヒット。 

AI サ

マリ

ー分

析 

分類ラベルを基に用途・課題マッピングを作

成。技術ポジショニングをグラフ化し、競合分

析やトレンド把握を支援。 

ラベル

化デー

タ 

戦略立案。例: 市場の

空白領域を可視化し、

R&D 投資を最適化。 

• 提供条件: Patentfield の標準機能として、すべての契約ユーザー（BASIC プラ

ン以上）が追加費用なしで利用可能。Free プランは対象外。サポートページ

（https://support.patentfield.com/）でサンプル要約を確認可能。 

• 技術基盤: 生成 AI（具体モデル非公開だが、Azure OpenAI 活用の事例あり）

を用い、特許全文を解析。ハルシネーション（AI の誤情報生成）を防ぐため、

公式では「専門家検証済みデータ」を強調。 

• 導入効果: ニュース記事によると、特許読解時間を大幅短縮し、企業のイノベ

ーションを加速。例: 知財部門の業務効率化で、創造的な分析に集中可能。 

AI サマリーグローバルの拡張 

2025 年 10 月 1 日リリース予定のグローバル版は、国内版を海外特許に適用。対象

国は米国・欧州・中国・韓国・台湾・WO（国際出願）で、海外公報を日本語に翻訳・要

約。国内版の全機能を日本語で利用可能。 

• 追加特徴:  

o 独自翻訳要約: 海外特許の 4 観点要約とラベルを日本語で収録。 

o 検索・分析: グローバルマッピングで、国境を超えた技術トレンド分析。 

• 提供条件: 法人向け Corp プラン（5ID 以上）限定オプション。料金はアカウント

月額の 30%（例: Corp-XS 5ID 月額 30,000 円の場合、追加 9,000 円）。Mini プ

ランや個人プランは非対応。 

https://support.patentfield.com/%EF%BC%89%E3%81%A7%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%97%E3%83%AB%E8%A6%81%E7%B4%84%E3%82%92%E7%A2%BA%E8%AA%8D%E5%8F%AF%E8%83%BD%E3%80%82


• 意義: グローバル化する知財戦略に対応。ニュースでは「海外特許の言語障

壁を解消」と評価され、国際競争力強化ツールとして期待。 

これらの機能は、Patentfield の既存ツール（プロフェッショナル検索、データ可視化、

AI 類似検索）と連携。9 月 1 日のアップデートで「日本語横断検索」も全文翻訳対応

に強化され、全体の使い勝手が向上した。 

2025 知財・情報フェア出展の内容 

Patentfield は、2025 年 9 月 10 日（水）～12 日（金）に東京ビッグサイト 西 3・4 ホー

ルで開催される「第 34 回 2025 知財・情報フェア＆コンファレンス」（主催: 発明通信

社、URL: https://pifc.jp/2025/）に出展。ブース番号 W3-10 で、新機能のプロモーシ

ョンを展開。テーマは「生成 AI×特許情報の次世代化」で、知財関係者約 1 万人規

模のイベントとして注目。 

出展の具体的内容 

• 展示項目:  

o AI サマリーのデモ: ライブ要約生成と検索体験。特許の「見える化」を

体感。 

o Patentfield AIR: 生成 AI オプションの紹介。特許文献の査読・分析を

自動化（処理速度: GPT5.1-nano 使用時、1 ヶ月で約 2000 件可能）。

査読時間を 65%短縮するデモンストレーション。 

• セミナー・講演: ブース内で毎日 1 時間に 1 回の頻度で開催。生成 AI 関連テ

ーマ（例: 特許調査の AI 活用、グローバル分析の未来）を講演。特設プレゼ

ンテーションは満席のため新規申込停止。 

• 来場者特典: 限定ウェビナー案内チラシ配布。申込で新機能＆Patentfield 

AIR の 1 ヶ月無料トライアルを提供。トライアルでは約 2000 件の公報処理が

可能で、イベント後のフォローアップに活用。 

• 出展目的: 新機能の認知向上とユーザー獲得。PR Times 発表では「特許体

験の変革」を強調し、来場者との対話を重視。 

イベントは知財ツールのトレードショーとして、Patentfield の出展は競合（Amplified AI

など）と並んで AI 特許ツールのブームを象徴。X 投稿では「Patentfield のブースが充

実」との声あり。 

評価・評判の徹底分析 

https://pifc.jp/2025/%EF%BC%89%E3%81%AB%E5%87%BA%E5%B1%95%E3%80%82%E3%83%96%E3%83%BC%E3%82%B9%E7%95%AA%E5%8F%B7W3-10%E3%81%A7%E3%80%81%E6%96%B0%E6%A9%9F%E8%83%BD%E3%81%AE%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%A2%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%82%92%E5%B1%95%E9%96%8B%E3%80%82%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%81%AF%E3%80%8C%E7%94%9F%E6%88%90AI%C3%97%E7%89%B9%E8%A8%B1%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%81%AE%E6%AC%A1%E4%B8%96%E4%BB%A3%E5%8C%96%E3%80%8D%E3%81%A7%E3%80%81%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E9%96%A2%E4%BF%82%E8%80%85%E7%B4%841%E4%B8%87%E4%BA%BA%E8%A6%8F%E6%A8%A1%E3%81%AE%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E6%B3%A8%E7%9B%AE%E3%80%82
https://pifc.jp/2025/%EF%BC%89%E3%81%AB%E5%87%BA%E5%B1%95%E3%80%82%E3%83%96%E3%83%BC%E3%82%B9%E7%95%AA%E5%8F%B7W3-10%E3%81%A7%E3%80%81%E6%96%B0%E6%A9%9F%E8%83%BD%E3%81%AE%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%A2%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%82%92%E5%B1%95%E9%96%8B%E3%80%82%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%81%AF%E3%80%8C%E7%94%9F%E6%88%90AI%C3%97%E7%89%B9%E8%A8%B1%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%81%AE%E6%AC%A1%E4%B8%96%E4%BB%A3%E5%8C%96%E3%80%8D%E3%81%A7%E3%80%81%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E9%96%A2%E4%BF%82%E8%80%85%E7%B4%841%E4%B8%87%E4%BA%BA%E8%A6%8F%E6%A8%A1%E3%81%AE%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E6%B3%A8%E7%9B%AE%E3%80%82
https://pifc.jp/2025/%EF%BC%89%E3%81%AB%E5%87%BA%E5%B1%95%E3%80%82%E3%83%96%E3%83%BC%E3%82%B9%E7%95%AA%E5%8F%B7W3-10%E3%81%A7%E3%80%81%E6%96%B0%E6%A9%9F%E8%83%BD%E3%81%AE%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%A2%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%82%92%E5%B1%95%E9%96%8B%E3%80%82%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%81%AF%E3%80%8C%E7%94%9F%E6%88%90AI%C3%97%E7%89%B9%E8%A8%B1%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%81%AE%E6%AC%A1%E4%B8%96%E4%BB%A3%E5%8C%96%E3%80%8D%E3%81%A7%E3%80%81%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E9%96%A2%E4%BF%82%E8%80%85%E7%B4%841%E4%B8%87%E4%BA%BA%E8%A6%8F%E6%A8%A1%E3%81%AE%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E6%B3%A8%E7%9B%AE%E3%80%82


Patentfield の全体評価は、特許調査ツール市場で中上位。Capterra（レビューサイ

ト）ではユーザー評価 4.3/5（2025 年時点、導入事例ベース）。新機能リリース直後（9

月 12 日発表）で詳細レビューは少ないが、ニュース・X・比較記事からポジティブな傾

向が強い。以下にカテゴリ別にまとめる。 

ユーザー評判の傾向（X・レビューサイトから） 

• ポジティブ評価:  

o 機能の豊富さ: 「分析ツールが充実、アウトプット重視に最適」（Note 比

較記事）。X では「講演が安心して聴けた」「UI イマイチだが欲しい機能

あり」と業務実用性を高評価。 

o 新機能の期待: AI サマリーグローバルについて「待ってた！下期に申

し込む」（知財アナリスト投稿）。生成 AI 関連で「Patentfield がデファク

ト強い」との意見。 

o 効率化効果: 導入企業レビューで「特許読解が容易、R&D 加速」。フェ

ア出展で「サマリー機能が充実、頑張ってほしい」と励まし。 

• ネガティブ・改善点:  

o UI/速度: 「少し動きが遅い」「UI にこだわりすぎず業務向き」（X・

Note）。全文検索前提の限界を指摘。 

o AI 精度: 生成 AI ツール一般の課題として「ハルシネーション注意」（J-

Stage 論文）。Patentfield 特有ではないが、要約の正確性検証を推

奨。 

• 全体スコア: 特許調査システム比較（キャククル）で上位。メリット: 総合分析

のワンストップ。デメリット: 無料プランの制限。X 投稿数はリリース後増加（20

件以上）、主にニュース共有と好意的なコメント。 

市場・専門家評価 

• 比較レビュー: Note 記事（2021 更新版）で、Amplified AI や Octimine と並び

「分析機能豊富」と位置づけ。AI 特許ツール比較では「プロフェッショナル検索

と可視化の統合が強み」。 

• 導入事例・論文: evort 記事で Patentfield AIR の 65%時間短縮を検証。J-

Stage 論文では「生成 AI 連携で高精度化可能だが、検索精度向上余地あり」

とバランス評価。企業サポートとして「知財部門の創造性向上」と好評。 

• 競合との位置づけ: フェア出展で Amplified AI と比較され、「Patentfield は業

務実務向き」と差別化。生成 AI ブームで注目度上昇中。 



• 潜在的課題: 2024 年の特許侵害訴訟関連ニュースあり（PR Times）が、機能

自体への影響は最小。グローバル版のリリースで国際評価が鍵。 

総じて、Patentfield は知財プロフェッショナルから「実務変革ツール」として支持されて

おり、新機能は市場ニーズに合致。UI 改善と AI 精度向上でさらに評価向上の見込

み。詳細レビューが増える 10 月以降の動向に注目。 

Key Citations 

• Patentfield 公式ニュース: AI サマリーリリース 

• PR Times: 2025 知財・情報フェア出展 

• VOIX: 生成 AI 活用新機能発表 

• Capterra: Patentfield レビュー 

• Note: 特許調査ツール比較 

• J-Stage: AI 特許調査ツール検討 

• X 投稿: kz @kz311 (フェア評価) 

• X 投稿: 喜至 @kishi_IP_invest (グローバル待望) 

• DX Magazine: AI サマリー提供開始 

• Evort: Patentfield AIR 効果### Key Points 

• AI サマリー機能の概要: Patentfield の新機能「AI サマリー」は、生成 AI を活

用して 8,000 万件以上の特許情報を 4 つの観点（用途、課題、効果、特徴）で

要約し、専門知識不要で視覚的に把握可能。研究では、特許レビュー時間を

大幅に短縮する可能性が示唆されているが、グローバル版の精度は今後の

ユーザー反馈次第。 

• グローバル対応とリリース: 10 月 1 日に「AI サマリーグローバル」をリリース予

定で、米国・欧州・中国などの海外特許を日本語で要約。企業イノベーション

支援に寄与しそうだが、翻訳精度のばらつきが懸念される。 

• 2025 知財・情報フェア出展: 9 月 10-12 日に東京ビッグサイトでブース出展。

新機能と「Patentfield AIR」を展示し、来場者限定ウェビナーで無料トライアル

を提供。イベント全体の満足度は高く、AI 関連ブースに強い関心が集まった。 

• 評価・評判の傾向: リリース直後でレビューは限定的だが、導入企業から「業

務効率 40%向上」の声あり。一方、UI の使い勝手が「イマイチ」との指摘も。全

体として、知財担当者の創造性向上に寄与するツールとして好意的に受け止

められているが、さらなる改善が期待される。 

新機能の詳細 

https://patentfield.com/news/296
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000057.000025380.html
https://voix.jp/business-cards/patentfield-ai-summary-launch/
https://www.capterra.jp/software/1046763/patentfield
https://note.com/arisadaman/n/n24360aa71aa3
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jkg/74/Special_Issue/74_2024-026/_html/-char/ja
https://x.com/kz311/status/1966415819145097556
https://x.com/kishi_IP_invest/status/1965226811681595720
https://dxmagazine.jp/news/2541rk40/
https://evort.jp/article/patentfield-air


Patentfield の AI サマリーは、特許の全文を解析し、平易な日本語で核心を抽出。検

索機能では日常語で関連特許を探せ、分析機能では技術マッピングを自動生成す

る。これにより、従来の「読む」作業から「見る」体験へシフトし、企業での R&D 加速が

期待される。関連オプションの Patentfield AIR は、最大 1 万件の特許を一括処理可

能で、GPT-5.1-nano モデルを活用。料金は BASIC プラン（年 10 万円）で標準搭載、

Free プラン除く。 

詳細は公式サイトで確認可能。 

2025 知財・情報フェア出展の概要 

フェアではブース W3-10 で新機能デモを実施。毎時セミナーと来場者限定ウェビナー

を開催し、登録者に 1 ヶ月無料トライアル（AIR で約 2,000 件処理可能）を提供。来場

者数は過去最多の 15,207 人で、AI ブースの混雑が目立った。Patentfield の展示は

「質の高いリード獲得」に寄与し、技術相談が活発だった。 

イベント詳細: 公式ページ。 

評価・評判のまとめ 

導入事例では、Konica Minolta が業務負荷 40%低減を報告。一方、X（旧 Twitter）で

は「待望のグローバル版」との期待が高いが、「UI がイマイチで全文検索前提が不

便」との声も。Capterra などのレビューサイトでは、ビッグデータ可視化の強みを評価

する意見が優勢。リリース直後ゆえに長期評価は今後注視が必要で、AI のハルシネ

ーション（誤生成）リスクを指摘する慎重論もある。 

 

Patentfield の AI 特許検索・分析プラットフォームは、生成 AI の進化を背景に、知財

業務のデジタルトランスフォーメーションを加速させるツールとして注目を集めてい

る。本稿では、最近リリースされた AI サマリー機能を中心とした新機能群、および

2025 知財・情報フェア＆コンファレンスへの出展について、内容の詳細を深掘りしつ

つ、ユーザー評価や業界評判を多角的に検証する。情報源は公式発表、導入事例、

イベントレポート、ソーシャルメディアの投稿を基に、バイアスを避けるためポジティ

ブ・ネガティブ両面をバランスよく抽出。リリースからわずか数週間というタイミングを

考慮し、初期反応の傾向を分析する。 

AI サマリー機能の技術的背景と詳細 

https://patentfield.com/
https://pifc.jp/2025/


Patentfield は、AI を活用した特許検索・分析プラットフォームとして、プロフェッショナ

ル検索、データ可視化、AI 類似検索、AI 分類予測の 4 機能を統合。2025 年 9 月 12

日の発表で、新たに「AI サマリー」機能を標準搭載した。これにより、8,000 万件以上

の特許・実用新案公報（日本国内中心）を対象に、生成 AI（OpenAI GPT シリーズや

Anthropic Claude シリーズ）が全文を解析し、以下の 4 観点で要約を生成する： 

• 用途: 発明の適用可能領域（例: 「医療機器の効率化」）。 

• 課題: 解決対象の問題点（例: 「従来の遅延処理」）。 

• 効果: もたらす利点（例: 「処理速度 20%向上」）。 

• 特徴: 技術的ポイント（例: 「独自アルゴリズムの採用」）。 

この要約は分類ラベル付きで表示され、視覚的な「見える化」を実現。従来、専門用

語の壁で非効率だった特許レビューを、日常語ベースの検索・分析へ変革する。具体

的機能は以下の通り： 

機能名 詳細説明 
対象デー

タ 
利点・制限 

AI サ

マリー

表示 

特許全文から 4 観点の要約を

日本語で生成。分類ラベルで

直感的理解を支援。 

日本特

許・実用

新案 

即時把握可能だが、要約の正確

性は AI モデル依存（ハルシネーシ

ョンリスク低減策あり）。 

AI サ

マリー

検索 

平易語でのテキスト/AI 検索。

アルゴリズム改良で関連性向

上。 

要約デー

タベース 

専門知識不要でヒット率高。全文

検索前提のため、細かなキーワー

ド漏れの可能性。 

AI サ

マリー

分析 

用途・課題マッピングで技術ポ

ジショニングを可視化。競合分

析に活用。 

特定分

野の特

許群 

瞬時マッピングでトレンド把握。大

量データ時のみ有効。 

これらの機能は、Patentfield のオプションサービス「Patentfield AIR」と連携。AIR は

最大 1 万件の国内外特許を一括処理し、キーワード抽出やトレンド分析を高速化

（GPT-5.1-nano モデル使用、2025 年 8 月時点）。料金体系は柔軟で、Free プラン

（月 20 回検索、基本機能限定）から BASIC プラン（年 10 万円、無制限検索・AI サマ

リー標準）まで対応。Corp プラン以上ではカスタムチューニングが可能。 

10 月 1 日リリース予定の「AI サマリーグローバル」は、海外特許（米国/欧州/中国/

韓国/台湾/WO）を日本語要約でカバー。グローバル調査の障壁を解消し、企業 R&D

の国際競争力を強化する見込みだ。導入企業（例: コニカミノルタ、セイコーエプソン、



NTT 西日本）では、定期調査の品質向上や会議共有の効率化が報告されており、

Asahi Electric では「AI 活用でレビュー速度が向上」との声がある。 

2025 知財・情報フェア＆コンファレンス出展の全体像 

第 34 回を迎えた同フェアは、9 月 10 日（水）～12 日（金）、東京ビッグサイト西 3・4 ホ

ールで開催。過去最大規模の 158 社出展、15,207 人来場を記録し、生成 AI や無形

資産経営がホットトピックとなった。Patentfield のブース（W3-10）は、常に混雑し、スタ

ッフの休憩すら取れないほどの盛況ぶり。展示内容は以下の通り： 

展示項目 内容詳細 実施形式・特典 

生成 AI 新機能

デモ 

AI サマリーとグローバル版のラ

イブ体験。「読む」から「見る」変

革を実感。 

ブース内デモ、毎時セミナー（無

料、無予約）。 

Patentfield AIR

オプション 

大量特許の高速レビュー・分析

デモ。競合動向マップ生成を強

調。 

セミナー内説明、ウェビナー配布

（来場者限定）。 

ユーザー向け特

典 

1 ヶ月無料トライアル（AIR で

2,000 件処理可能）。 

ウェビナー登録特典。9/12 のプレ

ゼン「生成 AI×特許の次世代ビジ

ョン」は満席。 

イベントレポートによると、出展者満足度は高く、「質の高い来場者で具体的なビジネ

ス議論が可能」との評価。AI 関連セッション（例: AI Samurai や Tokkyo.Ai の特許ツー

ル）は満員御礼で、来場者から「情報過多だが新鮮」との感想。Patentfield の展示も

「AI ブースの目玉」としてメディアで取り上げられ、技術相談の機会が多かった。一

方、学生チームのアニメ展示などユニーク要素が好評で、全体の多様性がイベントの

魅力を高めた。 

評価・評判の徹底分析：ポジティブ vs. ネガティブのバランス 

リリース直後（2025 年 9 月時点）のため、長期レビューは少ないが、導入事例とソー

シャルメディアから初期評判を抽出。Capterra や note の比較記事では、Patentfield

を「ビッグデータ可視化の強みを持つプラットフォーム」と位置づけ、類似ツール（例: 

Anaqua の AI 特許サマリー）と比べて「検索の柔軟性が高い」と評価。導入企業リスト

（50 社以上、化学・電子・製薬業界中心）では、以下の成果が目立つ： 



企業例 評価ポイント 具体的な影響 

Konica Minolta 

Connect 

独自ランキングで業務負荷 40%

低減。 

特許レビュー効率化、創造業務

へのシフト。 

Ibiden / NOK 
AI 分類予測の精度向上、トレン

ド分析の迅速化。 
R&D 競合監視の強化。 

GREE / Glory 
データ可視化で会議共有が容

易。 
社内 IP コミュニティの活性化。 

全体傾向 効率向上率平均 30-40%。 
イノベーション加速、ただし Free

プランでは制限大。 

ソーシャルメディア（X）では、「待望のグローバル版！」との期待投稿が散見され、株

主アナリストから「下期申し込み予定」との好反応。一方、ネガティブ意見として「UI が

イマイチで全文検索前提が不便」「エージェント追加で完璧に」との指摘あり。イベント

レポートでは、AI 機能全体に「変化の予感」との興奮が広がったが、「ハルシネーショ

ンのリスク管理が必要」との慎重論も。比較レビュー（例: 特許調査システム比較）で

は、Patentfield の強み（俯瞰分析）を認めつつ、「高度カスタムが必要な大企業向け」

とのニュアンス。 

総じて、評判はポジティブ寄り（満足度 4.3/5 相当）で、知財担当者の「創造性集中」

を支援するツールとして定着しそう。だが、UI 改善とグローバル精度のフィードバック

が今後の鍵。業界専門家は、「AI×知財のトレンドをリード」と評価し、さらなるアップ

デートを期待している。 

今後の展望と推奨 

Patentfield の新機能は、知財業務の民主化を促進する可能性が高い。中小企業や

スタートアップは Free プランから試用を、グローバル志向の企業は 10 月リリースを

待つのが賢明。フェアの成功から、AI ツールの市場拡大が加速しそうだが、倫理的

課題（AI バイアス）への対応が求められる。詳細検証のため、公式トライアルを推奨

する。 

Key Citations: 

• PR TIMES: AI サマリー発表 

• Voix: 生成 AI 活用の新機能 

• Excite News: 特許見える化 

• Yorozu IPSC: フェアレポート 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000059.000025380.html
https://voix.jp/business-cards/patentfield-ai-summary-launch/
https://www.excite.co.jp/news/article/Prtimes_2025-09-12-25380-59/
https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/f6dd341e3cff15206ac3.pdf


• Patentfield 公式: 機能・料金 

• X 投稿: 待望の声 

• Capterra: レビュー比較 

38 𝕏𝕏 posts 

46 web pages 

 

https://patentfield.com/
https://x.com/kishi_IP_invest/status/1965226811681595720
https://www.capterra.jp/software/1046763/patentfield
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